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令和 7 年度 琉球大学工学部後援会 総会 

 

司会  石川 正明・藤橋 健太 

（後援会事務局幹事） 

 

 

1. 議  案 

 

第 1 号議案 令和 6 年度事業報告承認の件 

 

第 2 号議案 令和 6 年度収支決算承認の件（監査報告書） 

 

  第 3 号議案 令和 7 年度役員（案）について 

 

  第 4 号議案 令和 7 年度事業計画（案）について 

 

  第 5 号議案 令和 7 年度予算（案）について 
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(第 1 号議案) 令和 6 年度 琉球大学工学部後援会事業報告 

（令和 6年 7月 1 日～令和 7年 6月 30日） 

No. 月  日 事       項 備    考 資料 No. 

1 8 月 7 日 
会 議 
令和 6 年度琉球大学工学部後援会理事会 

場所：工学部 1 号館 5 階 508 室 

開催時間：18:30～19:30 

参加者：13 名 

 

2 8 月 21 日 

会 議 
令和 6 年度琉球大学工学部後援会 

総会および懇親会 

場所：オリオンホテル那覇 

総会：17:20-17:50 

92 名（企業 73、教員 19） 

懇親会：84 名（企業 65、教員 19） 

 

3 
10 月 25 日 

～27 日 
沖縄の産業まつりへの参加 

場所：那覇市奥武山公園 

2 件（富山，渡嘉敷）を補助した。 
 

4 
11 月 27 日 

12 月 11 日 
キャリア形成支援セミナー 

場所：工学部 2 号館 

参加学生：のべ 278 名 

全学年へ周知し，当日参加とし対面で

実施 

資料 C 

(p.15~) 

5 
4 月 9 日 

4 月 10 日 
就職説明会 

場所：工学部 1，2 号館 

参加学生：61 名 

予約制＋当日参加可とし対面で実施 

資料 C 

(p.15~) 

6 随時 

大学内の研究活動の紹介 

工学部の教員や学生の活動及び研究・開

発の紹介 

工連ニュース、工学部HPを利用

し，研究教育活動を発信した。 
 

7 年数回 後援会のニュースを発行 

Webサイトにより後援会及び工学部の

活動を発信．本会のニュースを発行し、

し、ML にて送付した。具体的に，工学

部 HP でニュースやトピックス（総会，

キャリア形成支援セミナー、就職説明

会の開催告知や参加募集，後援会企業

紹介冊子など）を発信した． 

資料 I 

(p.41) 

8 随時 

工学部及び理工学研究学生への研究補助 

学部学生（工学科７コース） 

博士前期課程（工学専攻 8 プログラム） 

博士後期課程（総合知能工学専攻、生産

エネルギー工学専攻） 

学部生・大学院生の研究発表及び

研究活動を補助した。 

学部：23 件，院：68 件 

資料 F 
(1) 

(p.29~) 

9 随時 

工学部の教育事業への補助 

学部学生（工学科７コース） 

博士前期課程（工学専攻 8 プログラム） 

資格試験の受験料・参考書代、ロボ

コン・人材育成等を補助した。 

学部：122 件，院：17 件 

資料 F 
(2) 

(p.37~) 

10 随時 

工学部運営・整備補助 

技術支援室補助（新） 

大学共通試験運営対応費、個別試

験運営対応費、エコクリーンデー

対応費、JICA対応費等を補助した。

各種イベント時の看板作製・設置，

および会場設営に補助した。 

 

11 随時 国際インターンシップ助成事業 
タイ、インド、アメリカへ学生 11

名、帯同教員 4 名を補助した。 

資料 D 

(p.24~) 

12 随時 研究交流事業 
アンケート実施までにとどまり，

共同研究まで進めることができ

ず，新規補助なし。 

資料 E 

(p.27~) 
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(第 2 号議案) 令和 6 年度 琉球大学工学部後援会決算報告 

（令和 6 年 7 月 1 日～令和 7 年 6 月 30 日） 

1. 収入の部 

項 目 6 年度予算額 6年度決算額 差額 備    考 

1. 会費 

・会費 

 

 

・寄    付 

・懇親会費 

・繰入れ金 

11,208,989 

7,550,000 

 

 

100,000 

80,000 

3,478,989 

12,072,824 

8,509,835 

 

 

0 

84,000 

3,478,989 

863,835 

959,835 

 

 

△100,000 

4,000 

0 

 

入金 5 万円×171 口（R5 年度

22 口，R6 年度 149 口），返金 4

万円×1 口（手数料 165 円） 

（資料 A,B  p.10～） 
 

令和 5年度より繰入れ 

2. 雑収入 

・雑収入 

79 

79 

2,289 

2,289 

2,210 

2,210 

 

利息 

計 11,209,068 12,075,113 866,045  

 

2. 支出の部 

項 目 6年度予算額 6年度決算額 差額 備    考 

1. 会議費 

・理事会費 

・総会費 

 

 

2. 事業費 

・地域交流補助 

・広報・就職説明会

活動費 

 

 

・教育・研究活動 

補助 

・特別教育研究   

活動費 

 

・学部運営補助費 

・学部整備補助費 

・技術支援室補助費 

・国際インターン 

シップ助成事業 

・研究交流事業 

 

3. 運営費 

・事務補助費 

・事務管理費 

 

4. 予備費 

 

640,000 

10,000 

630,000 

 

 

7,950,000 

200,000 

400,000 

 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

 

50,000 

50,000 

50,000 

2,000,000 

 

1,000,000 

 

448,000 

160,000 

288,000 

 

2,171,068 

682,646 

1,282 

681,364 

 

 

6,813,860 

60,000 

403,695 

 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

 

50,000 

50,000 

50,000 

2,000,165 

 

0 

 

181,730 

45,000 

136,730 

 

4,396,877 

42,646 

△8,718 

51,364 

 

 

△1,136,140 

△140,000 

3,695 

 

 

 

0 

 

0 

 

 

0 

0 

0 

165 

 

△1,000,000 

 

△266,270 

△115,000 

△151,270 

 

2,225,809 

No.1 理事会・No.2総会の費用 

飲料代 

総会資料郵送料、備品、バイト

代、会場費、懇親会費 

 

 

No.3 産業まつり(補助 2件) 

No.4 キャリア形成支援セミナー

(11，12 月)及び No.5 就職説明

会(4 月)費用（アルバイト代含

む）,No.7 企業冊子印刷費 

No.8 75万円×4系(機械系・電

気系・土木建築系・情報系) 

No.9 資格試験受験料、ロボコ

ン・人材育成等への補助（申請

ベース） 

No.10 工学部事務部 

No.10 工学部事務部 

No.10 技術支援室（新） 

No.11 手数料 165円 

 

No.12 該当なし 

 

 

事務補助費 

事務用 PC の購入 

 

令和 7年度へ繰り越し 

計 11,209,068 12,075,113 866,045 

866,045 
866,045 
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会計監査報告 
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(第 3 号議案) 令和 7 年度 琉球大学工学部後援会役員（案） 

 

 Tel Fax 

会 長 横田  哲 沖縄県工業連合会副会長 (877-2431)(875-2237) 

副会長 平良 辰二 (株)沖縄環境保全研究所代表取締役 会長 (CEO) 

(934-7020)(934-7021)  

 〃 瀬名波 出 琉球大学工学部副学部長 (895-8621)(895-8636) (新任) 

理 事 米須  義明 沖縄県商工会連合会会長 (859-6150)(859-6149)  

 〃 池間 守 沖縄県建築士事務所協会会長 (879-1311)(870-1611)  

 〃 金城 稔 沖縄県電気工事業工業組合理事長 (855-5230)(833-1488)  

 〃 田端 一雄 沖縄県経営者協会専務理事 (859-6151)(859-6153) 

 〃 島袋 清人 (株)沖電工 代表取締役社長 (859-6191)(859-6193)  

 〃 山田 義見 (株)創和ビジネス・マシンズ代表取締役社長 

   (855-5550)(834-7642)  

 〃 山内 昌博 拓南製鐵(株)専務取締役 (832-0588)(832-0586)  

 〃 古堅 誠 NTT 西日本(株)沖縄支店長 (870-4010)(870-4040) (新任) 

 〃 喜久里 忍  琉球セメント(株)代表取締役社長 (870-1080)(870-1083)  

 〃 米須 章 琉球大学工学部工学科電気システム工学コース教授  （新任） 

  (895-8692)(895-8708)  

 〃 金城 光永 琉球大学工学部工学科電子情報通信コース准教授     

(895-8737)(895-8708) 

 〃 富山 潤 琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコース教授   （新任） 

   (895-8649)(895-8677) 

 〃 尾身 頌吾 琉球大学工学部工学科建築学コース助教  

   (895-8992)(895-8677) 

 〃 當間 愛晃 琉球大学工学部工学科知能情報コース准教授      （新任） 

   (895-8830)(895-8727)  

会計監事 比嘉 徳郎 (株)沖縄環境保全研究所常務取締役 

                        (934-7020)(934-7021)   

 〃 阿波根 直也 沖縄電力（株）執行役員送配電本部配電部長 

 (877-2431)(875-2237) 

                                            

事務局（幹事・会計） 

 石川 正明 琉球大学工学部工学科機械工学コース准教授      （新任） 

   (895-8614) (895-8636) 

 藤橋 健太 琉球大学工学部工学科エネルギー環境工学コース助教  （新任） 

   (895-8602)(895-8636)  

 

（工学部総務係）  (895-8589) 
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(第 4 号議案) 令和 7 年度 琉球大学工学部後援会 事業計画（案） 

（令和 7 年 7 月 1 日～令和 8 年 6 月 30 日） 

 

No. 月  日 事       項 備    考 

1 7 月 31 日 
1.会 議 

令和 7 年度琉球大学工学部後援会理事会 

場所：琉球大学工学部 2 号館小会議室 

開催時間：午後 4 時 30 分～ 

2 9 月 2 日 

2.会 議 

令和 7 年度琉球大学工学部後援会総会 

総会および懇親会 

場所：オリオンホテル那覇 

開催時間：午後 5 時 20 分～ 

3 10 月下旬 沖縄の産業まつりへの参加 
工学部教員による企業等との共同研究開
発などの展示と発表に対する補助 

4 12 月中旬 キャリア形成支援セミナー（資料 I） 

会員企業の紹介冊子の作成，配布会員企
業によるセミナーであり、工学部学生を
結ぶ本会ならではの事業 

5 4 月初旬 インターンシップ・就職説明会 
会員企業のインターンシップ・就職説明
会であり、工学部学生を結ぶ本会ならで
はの事業 

6 随時 
大学内の研究活動の紹介 

工学部の教員や学生の活動及び研究・開発の紹介 

Web サイトや工連ニュースを通して、工
学部の研究教育活動を発信する。 

7 年数回 後援会のニュースを発行 

本会のニュースを発行し、Web サイトにより

後援会及び工学部の活動を発信し、ML にて

送付する。さらに後援会企業の紹介冊子の作

成、工学部 HP のニュース＆トピックスにて

発信する。 

8 随時 

工学部学生への研究補助 

学部学生（工学科） 

博士前期課程（工学専攻） 

博士後期課程（総合知能工学専攻、生産エネル

ギー工学専攻） 

学部生・大学院生の研究発表及び研究活
動について補助する。（7 コース） 

9 随時 工学部の教育事業への補助 
工学部工学科のコース及び博士前期課程
の教育研究事業に補助する。（7 コース） 

10 随時 
1. 工学部運営・整備補助 

2. 工学部技術支援室運営補助 

工学部行事と工学部技術支援室運営及び
整備に補助する。 

11 随時 国際インターンシップ助成事業 
主としてグローバルエンジニアプログラ
ム対象学生の国際インターンシップや留
学に関わる旅費等を補助する。 

12 随時 研究交流事業 
会員団体・企業と琉球大学工学部の技術
交流事業等を補助する（今年度で 6 年目
の事業）。 

13 随時 教育研究研修事業（新） 
教員・学生のスキルアップを目的とした
セミナー開催等を補助する。 
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(第 5 号議案) 令和 7 年度 琉球大学工学部後援会 予算（案） 

（令和 7 年 7 月 1 日～令和 8 年 6 月 30 日） 

1. 収入の部   ※R6決算書から項目を変更していますが，R6の収入に変更はありません． 

項 目 7年度予算額 6年度決算額 6年度予算額 予算増減 備    考 

1. 会費 

・団体会費 

8,050,000 

8,050,000 

8,509,835 

8,509,835 

7,550,000 

7,550,000 

500,000 

500,000 

 

5 万円×161 口（R6 会員数現在

(資料 A)） 

2. 雑収入 

・懇親会費 

・利  息 

・寄  付 

82,289 

80,000 

2,289 

- 

86,289 

84,000 

2,289 

0 

180,079 

80,000 

79 

100,000 

△97,790 

0 

2,210 

△100,000 

 

各種懇親会参加費 

利息 

(R7年度予算より項目削除) 

3．その他 

 ・繰入金 

4,396,877 

4,396,877 

3,478,989 

3,478,989 

3,478,989 

3,478,989 

917,888 

917,888 

 

令和 6年度より繰入れ 

計 12,529,166 12,075,113 11,209,068 1,320,098  

 

2. 支出の部 

項 目 7 年度予算額 6 年度決算額 6 年度予算額 予算増減 備    考 

1. 会議費 

・理事会費 

・総会費 

 

2. 事業費 

・地域交流補助 

・広報・就職説明

会活動費 

 

・教育・研究活動

補助 

・特別教育研究活

動費 

・学部運営補助費 

・学部整備補助費 

・技術支援室補助

費 

・国際インターン

シップ助成事業 

  

・研究交流事業 

 

・教育研究研修費 

 

 

3. 運営費 

・事務補助費 

・事務管理費 

 

4. 予備費 

710,000 

10,000 

700,000 

 

9,300,000 

200,000 

400,000 

 

 

3,500,000 

 

1,400,000 

 

50,000 

700,000 

50,000 

 

2,000,000 

 

 

600,000 

 

400,000 

 

 

220,000 

160,000 

60,000 

 

2,299,166 

682,646 

1,282 

681,364 

 

6,813,860 

60,000 

403,695 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

50,000 

 

2,000,165 

 

 

0 

 

0 

 

 

181,730 

45,000 

136,730 

 

4,396,877 

640,000 

10,000 

630,000 

 

7,950,000 

200,000 

400,000 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

50,000 

 

2,000,000 

 

 

1,000,000 

 

0 

 

 

448,000 

160,000 

288,000 

 

2,171,068 

70,000 

0 

70,000 

 

1,3500,000 

0 

0 

 

 

500,000 

 

200,000 

 

0 

650,000 

0 

 

0 

 

 

△400,000 

 

400,000 

 

 

△228,000 

0 

△228,000 

 

128,098 

No.1 理事会・No.2 総会･懇親

会に関わる費用 

(アルバイト代を含む) 

 

 

No.3 産業まつり等 

No.4 キャリア形成支援セミナ

ー，及び No.5 就職説明会、ア

ルバイト代等、No.7 企業冊子 

No.8 研究発表旅費への補助（7

コース） 

No.9 教育事業（資格試験の受

験料等）への補助。（7コース） 

No.10 工学部事務部 

No.10 工学部事務部 

No.10 技術支援室 

 

No.11 主にグローバルエンジ

ニアプログラム学生に対する

留学旅費等補助 

No.12 会員企業・団体との技術

交流事業等に対する補助。 

No.13 教員、学生のスキルアッ

プセミナー等補助（新） 

 

 

事務補助員 

事務用品等 

 

令和 8年度へ繰り越し 

計 12,529,166 12,075,113 11,209,068 1,320,098  
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資料 A 琉球大学工学部後援会会員一覧 

No. 団体 代表者 所在地 

1 一般社団法人沖縄県建設業協会 津波 達也 浦添市牧港 5-6-8 

2 公益社団法人沖縄県工業連合会 古波津 昇 那覇市小禄 1831-1 

3 沖縄県生コンクリート協同組合 山城 正守 那覇市港町 2-14-1 

4 沖縄県生コンクリート工業組合 運天 先俊 那覇市港町 2-14-1 

5 沖縄北部地区生コンクリート協同組合 島袋 等 名護市字宇茂佐 1703番地の 10 

6 一般社団法人 沖縄県経営者協会 宮城 茂 那覇市小禄 1831番地 1 

団体数：6 団体 

 

No. 企業名 所在地 

1 株式会社エヌ・テック・システムズ 那覇市泉崎 2丁目 10番 4 

2 株式会社オーシーシー 浦添市沢岻 2丁目 17番 1号 

3 株式会社オカノ 那覇市安謝 1-23-8 

4 株式会社おきさん 嘉手納町字屋良 1022 

5 株式会社沖縄エネテック 浦添市牧港 5丁目 2番 1号 

6 沖縄ガス株式会社 那覇市西 3-13-2 

7 拓南製作所株式会社 中城村字伊舎堂 354-4 

8 株式会社沖縄環境保全研究所 うるま市字州崎 7-11 

9 沖縄製粉株式会社 那覇市通堂町 1-1 

10 株式会社沖縄設計センター 那覇市首里末吉町 3丁目 57番地の 6 

11 沖縄テクノス株式会社 那覇市久茂地 1-3-1 

12 沖縄電力株式会社 浦添市牧港 5-2-1 

13 沖縄日立ネットワークシステムズ株式会社 那覇市おもろまち 1丁目 3番 31号 

14 金秀建設株式会社 那覇市旭町 112-1 

15 金秀鉄工株式会社 西原町字小波津 567番地 

16 岸本情報システム（岸本不動産株式会社） 那覇市楚辺 1丁目 1番 37号 

17 株式会社国建 那覇市久茂地 1丁目 2番 20号 

18 株式会社国際システム 那覇市那覇市東町 4番 1号 

19 株式会社國場組 那覇市久茂地 3-21-1 

20 株式会社創和ビジネス・マシンズ 那覇市泉崎 2-23-2 

21 拓南製鐵株式会社 那覇市壺川 3-2-4 

22 株式会社タップ沖縄事業所 うるま市字前原 260-6 

23 NTT西日本株式会社 沖縄支店（7月社名変更） 浦添市城間 4-35-1 

24 日本特殊研砥株式会社 京都府南区吉祥院御池町拾八番地 

25 AKKODiSコンサルティング株式会社 福岡市博多区博多駅前 2丁目 19番 24号 

26 株式会社ユー・エス・イー 東京都渋谷区恵比寿 4-22-10 

27 琉球セメント株式会社 浦添市西洲 2-2-2 

28 琉球 Software株式会社 那覇市松尾 1-19-27ミルコ那覇ビル 6F 

29 株式会社りゅうせき 浦添市西洲 2-2-3 

30 株式会社 HEXEL Works 東京都港区芝大門 1丁目 1番 30号 

31 株式会社ネットワーク 浦添市西洲 2-6-6 組合会館 2階 

32 株式会社沖縄ソフトウェアセンター うるま市字洲崎 14番 17 

33 株式会社開邦工業 うるま市字洲崎 7番地 19 

34 株式会社沖電工 那覇市壷川 2丁目 11番地 11 
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35 株式会社 ODNソリューション 浦添市勢理客 4-17-11 

36 沖電グローバルシステムズ株式会社 那覇市古島 1丁目 15番地の 10 

37 株式会社松村組 浦添市牧港 4丁目 11番 3号 

38 ホーコス株式会社 広島県福山市草戸町 2-24-20 

39 株式会社興洋電子 那覇市字安謝 638番地 

40 株式会社アルトナー 大阪市北区中之島 3-2-18住友中之島ビル 2F 

41 株式会社ダイハツビジネスサポートセンター うるま市字州崎 14-29 

42 株式会社建研 東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 4番 8号 

43 川田建設株式会社九州支店 福岡市博多区博多駅東 2-5-19 

44 株式会社大進 鹿児島市新照院町 21-7 

45 株式会社琉球動力 沖縄市字登川 2903番地 

46 株式会社傳設計 福岡市中央区舞鶴 1-6-13 舞鶴 DSビル 

47 日産車体コンピュータサービス株式会社 那覇市久茂地 2-14-1 

48 日本ケミコン株式会社 東京都品川区大崎 5-6-4 

49 沖電開発株式会社 浦添市牧港 4丁目 11番 3号 

50 株式会社ナレッジクリエーションテクノロジー 東京都千代田区大手町 1-5-1  

51 三建設備工業株式会社九州支店 福岡県福岡市博多区店屋町 1-35 

52 沖縄プラント工業株式会社 浦添市牧港 4丁目 11番 3号 

53 ニチレキ株式会社 東京都千代田区九段北 4-3-29 

54 日本トランスオーシャン航空株式会社 那覇市泉崎 1-20-1 カフーナ旭橋 A街区 3階 

55 
安藤証券株式会社（美らヒルズ・マネジメント株式会

社） 

名護市字豊原 181番地みらい 3号館 

56 ナイス沖縄株式会社 那覇市松山 1-1-19 JPR那覇ビル 6F 

57 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ沖縄支社 那覇市久茂地 2-22-10 

58 クオリサイトテクノロジーズ株式会社 名護市豊原 195番地 3 みらい 2号館 

59 株式会社ヴィッツ沖縄 那覇市銘苅 2丁目 3-1 

60 株式会社アイティーオー 愛知県豊明市栄町西大根 30-21 

61 ヤシマ工業株式会社 那覇市久米 2-16-25 

62 SCSKニアショアシステムズ株式会社 沖縄県浦添市城間４丁目３５－２ 

63 株式会社クレスコ 東京都 港区 港南 2-15-1 

64 前田建設工業株式会社 沖縄支店 那覇市西 1‐19‐9 タイラビル 5階 

65 
株式会社マイナビ Edge 東京都港区港南 2-16-3 品川グランドセントラルタワー 

24F 

66 昭和アステック株式会社 東京都港区東新橋 2-8-1 

67 株式会社アルプス技研 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-26-23 

68 スチールプランテック株式会社 横浜市港北区新横浜 2-6-23 

69 株式会社ウォンツ 名古屋市中区栄３－１０－２２ 東朋ビル６F 

70 矢野建設株式会社 大阪府大阪市中央区南船場 4丁目 6番 10号 

71 株式会社 福地組 嘉手納町字水釜 112番地 

72 大東建託株式会社 東京都港区港南２－１６－１ 

73 東電設計株式会社 東京都江東区東雲 1丁目 7番 12 号 

74 株式会社アビリカ 東京都千代田区神田美倉町１２番地２ 

75 株式会社 東恩納組 豊見城市高安 594番地 

76 若築建設株式会社 東京都目黒区下目黒 2-23-18 

77 太陽石油株式会社 西原町字小那覇 858 

78 株式会社屋部土建 名護市港２－６－５ 
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79 株式会社サンテック 広島市中区大手町 5丁目 3-18 

80 I－PEX株式会社 豊見城市字豊崎 3-59 ﾄﾖﾌﾟﾗ 303 

81 株式会社サザンクロスシステムズ 東京都荒川区西日暮里 2-22-3 

82 株式会社シークス 愛知県名古屋市中区栄 3-13-20 

83 株式会社 BlueMeme 東京都千代田区神田錦町 3-20 

84 株式会社仲本工業 沖縄県沖縄市美里 6-5-1 

85 株式会社横河ブリッジ 那覇営業所 那覇市前島 2丁目 9番 5号 (シャトレーム 2F) 

86 川田工業株式会社 沖縄営業所 那覇市久茂地 3丁目 22番 1号 

87 宮地エンジニアリング株式会社 那覇市泉崎 2丁目 103−28 

88 栗原工業株式会社 大阪市北区南森町 1-4-24 

89 興南施設管理株式会社 浦添市牧港 1-60-6 

90 株式会社ヒップ 福岡県福岡市博多区博多駅東 1-12-5 

91 戸田建設株式会社 那覇市久茂地 2-3-9  7階 

92 全保連株式会社 那覇市字天久 905番地 

93 株式会社日本ピーエス 福井県敦賀市若泉町 3 

94 株式会社 照正組 沖縄県那覇市字国場 1170 番地の 6 

95 日本ビジネスシステムズ株式会社 沖縄県那覇市西 2－15－1  

96 株式会社 太名嘉組 沖縄県浦添市大平 2-1-1 

97 日本ファブテック株式会社 茨城県取手市下高井 1020 

98 光電気工事株式会社 沖縄県 宜野湾市 字 我如古４０８－１ 

99 株式会社りゅうせきフロントライン 沖縄県浦添市勢理客 4-20-1 

100 株式会社 IHIインフラシステム 沖縄県那覇市久茂地 2-14-3朝日生命沖縄ビル 

101 MRO Japan 沖縄県那覇市字大嶺 260 番地 

102 株式会社リライアンスエナジー沖縄 沖縄県浦添市牧港 4−11−3  

103 株式会社川北電工 鹿児島県薩摩川内市矢倉町４３１１－１ 

104 太平電業株式会社 東京都千代田区神田神保町 2-4 

105 株式会社マグナデザインネット 那覇市前島 3丁目 1番 15号  

106 同和鍛造株式会社 東京都大田区京浜島 2-7-4 

107 ちゅらデータ株式会社 浦添市港川 512番 55 

108 T&Cテクノロジーズ株式会社 沖縄県那覇市銘苅 2-3-1 

109 あおみ建設株式会社 東京都千代田区外神田 2-2-3 

110 飛島建設株式会社 東京都港区港南 1-8-15  Wビル 5F 

111 株式会社アクロラド 沖縄県うるま市州崎 13-23 

112 パーソルクロステクノロジー株式会社 名古屋市中区栄 3-18-1 

113 三重金属工業株式会社 三重県津市半田 564番地の 1 

114 株式会社プロトソリューション 沖縄県宜野湾市大山 7-10-25 プロト宜野湾ビル 

115 國和設備工業株式会社 沖縄県那覇市久茂地 3丁目 21番 1号 

116 大和リース株式会社沖縄支店 沖縄県那覇市おもろまち 4丁目 19-30 

117 西松建設株式会社 九州支社 福岡県福岡市中央区薬院 1-14-5 

118 日本都市技術株式会社 福岡県福岡市博多区博多駅前 1-4-1 

119 株式会社 IHIインフラ建設 沖縄出張所 沖縄県那覇市久茂地 2-14-3 

120 極東興和株式会社 沖縄県那覇市真嘉比三丁目 20-22 

121 株式会社ビーンズラボ 沖縄県那覇市おもろまち 4-19-1 

122 三井住友建設株式会社 東京都中央区佃二丁目１番６号 

123 株式会社アルティア 東京都中央区晴海 1-8-12 
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124 西日本高速道路総合サービス沖縄株式会社 沖縄県浦添市屋富祖 2-6-15 

125 
株式会社熊谷組九州支店 福岡県福岡市中央区渡辺通 4 丁目 10 番 10 号 紙与天神

ビル 

126 OTNet株式会社 沖縄県那覇市松山１－２－１ 

127 AG安治川鉄工株式会社 大阪府大阪市西淀川区竹島 4-11-88 

128 トランスコスモス株式会社 東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 

129 昭和株式会社 沖縄支所 沖縄県浦添市安波茶 1丁目 6番 1号 

130 株式会社フジタ 沖縄支店 沖縄県那覇市久茂地 2-12-21 

131 ピーエス・コンストラクション株式会社 沖縄営業所 沖縄県那覇市前島 2-21-13 

132 株式会社大川 沖縄県沖縄市与儀 3-20-1 

133 株式会社ソフトウエア・サイエンス 東京都豊島区南池袋 2-32-8 

134 小松開発工業株式会社 愛知県刈谷市大手町 5丁目 57番地 

135 株式会社シーエー・アドバンス 沖縄県那覇市おもろまち 1丁目 1-12 

136 株式会社 新井組 兵庫県西宮市池田町 12-20 

137 エクシオグループ株式会社 沖縄支店 沖縄県中頭郡西原町翁長 683-1 

138 株式会社 大東エンジニヤリング 沖縄県浦添市勢理客四丁目 16番 9号 

139 ショーボンド建設株式会社 東京都中央区日本橋箱崎町 7-8 

140 株式会社メイテック 大阪府大阪市北区中崎町 2-4-12 

141 株式会社ベリサーブ沖縄 沖縄県うるま市州崎 14-25 

142 株式会社ニュージェック 大阪市北区本庄東 2-3-20 

143 株式会社 HCI 大阪府泉大津市東豊中町 3-14-10 

144 岳南建設株式会社 福岡支店 福岡県福岡市中央区渡辺通 3-6-15 

145 大日本土木株式会社 東京都新宿区西新宿 6丁目 16番 6号 

146 トーテックアメニティ株式会社 福岡県福岡市博多区住吉 2-2-1 

147 株式会社スタッフ 沖縄県那覇市泉崎 1-20-1 

148 株式会社 巴商会 東京都大田区蒲田本町 1-2-5 

149 黒沢建設株式会社 東京都新宿区西新宿 2丁目 7番 1号 

150 東京水道株式会社 東京都新宿区西新宿 6-5-1 

151 青木あすなろ建設株式会社 東京都港区芝 4-8-2 

152 株式会社 隆盛コンサルタント 沖縄県浦添市当山一丁目 20番 20号 

153 株式会社 NS・コンピュータサービス 新潟県長岡市金房 3丁目 3番 2号 

154 沖電企業株式会社 沖縄県浦添市牧港四丁目 6番 11号 

155 株式会社 URリンケージ 都市整備本部 沖縄事務所 沖縄県那覇市松山 1-1-19 

企業数 155 社（内 7 社，R6 年度会費未納）  2025年 6月 30日 現在 
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資料 B 令和 6 年度 新規入会企業会員一覧および退会企業一覧 

（資料 A より新規入会企業のみを抜粋） 

新規加入企業一覧（22 社，内 5 社，R7 年度会費からの会費納入） 

No. 企業名 所在地 

1 小松開発工業株式会社 愛知県刈谷市大手町 5丁目 57番地 

2 株式会社シーエー・アドバンス 沖縄県那覇市おもろまち 1丁目 1-12 

3 株式会社 新井組 兵庫県西宮市池田町 12-20 

4 エクシオグループ株式会社 沖縄支店 沖縄県中頭郡西原町翁長 683-1 

5 株式会社 大東エンジニヤリング 沖縄県浦添市勢理客四丁目 16番 9号 

6 ショーボンド建設株式会社 東京都中央区日本橋箱崎町 7-8 

7 株式会社メイテック 大阪府大阪市北区中崎町 2-4-12 

8 株式会社ベリサーブ沖縄 沖縄県うるま市州崎 14-25 

9 株式会社ニュージェック 大阪市北区本庄東 2-3-20 

10 株式会社 HCI 大阪府泉大津市東豊中町 3-14-10 

11 岳南建設株式会社 福岡支店 福岡県福岡市中央区渡辺通 3-6-15 

12 大日本土木株式会社 東京都新宿区西新宿 6丁目 16番 6号 

13 トーテックアメニティ株式会社 福岡県福岡市博多区住吉 2-2-1 

14 株式会社スタッフ 沖縄県那覇市泉崎 1-20-1 

15 株式会社 巴商会 東京都大田区蒲田本町 1-2-5 

16 黒沢建設株式会社 東京都新宿区西新宿 2丁目 7番 1号 

17 東京水道株式会社 東京都新宿区西新宿 6-5-1 

18 青木あすなろ建設株式会社 東京都港区芝 4-8-2 

19 株式会社 隆盛コンサルタント 沖縄県浦添市当山一丁目 20番 20号 

20 株式会社 NS・コンピュータサービス 新潟県長岡市金房 3丁目 3番 2号 

21 沖電企業株式会社 沖縄県浦添市牧港四丁目 6番 11号 

22 株式会社 URリンケージ 都市整備本部 沖縄事務所 沖縄県那覇市松山 1-1-19 

 2025年 6 月 30日 現在 

 

退会企業一覧（16 社，内 4 社，年会費 2 年未払いによる自動退会） 

NECソリューションイノベータ株式会社 三島光産株式会社 

沖縄テクノクリート株式会社 株式会社大城組 

まさき電設株式会社 株式会社 安藤・間 

理想科学工業株式会社 株式会社アクセルエンターメディア 

株式会社シー・シー・ダブル 三菱電機ビルソリューションズ株式会社 

一弘電機株式会社 アイリスオーヤマ株式会社 

琉球インタラクティブ株式会社 エスエイティーティー株式会社 

株式会社建築資料研究社 羽衣電機株式会社 

 2025年 6 月 30日 現在  
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資料 C キャリア形成支援セミナー及び就職説明会 

キャリア形成支援セミナー1 

 

 

  



 

 

16 

キャリア形成支援セミナー2 

 

 

 

  



 

 

17 

キャリア形成支援セミナー3 

 

 

 

  



 

 

18 

キャリア形成支援セミナー4 
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就職説明会 1 

 

  



 

 

20 

就職説明会 2 

 

 

 

  



 

 

21 

就職説明会 3 

 

 

 

  



 

 

22 

就職説明会 4 

 

 

 

  



 

 

23 

就職説明会 5 
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学部4年間 博士前期課程2年間

一般

GE 1年 2年 3年 4年 5年 6年

大学院
（コース特色の専門科目）

3年次編入

一般プログラム

グローバル
エンジニア（GE）
プログラム

入

学

修

了
l 大学院推薦入試

共通教育（教養（健康・人文・社会）・総合・基幹領域）

キャリア教育強化科目

基礎学力定着科目・基礎学力強化科目 工学融合科目（選択必修）

入

学

試

験

工学基盤科目（キャリアデザイン、技術者の倫理 等）

就

職

コミュニケーション能力強化科目

大学英語等
英会話演習
中級等

技術英語Ⅰ 技術英語Ⅱ 技術英語Ⅲ

地域創生論 国際協力論

国際インターン
シップ 短縮卒論 短期留学

卒業研究 長期留学

l 大学院一般入試

1年 2年 3年 4年 1年 2年

視野の広い専門
技術者の育成

コース専門基礎科目（必修） コース専門応用科目（必修・選択）

卒業研究
入

学
コース特色科目（新・強化分野）

卒

業

1年終了時
コース確定

大学院科目の先行履修

体系化されたグローバル教育科目

学部高学年・大学院で体系化されたコース専門科目

2年終了時
プログラム選択

グローバルエンジニアプログラムの周知

教育カリキュラム

GE科目

資料 D 国際インターンシップ助成事業 

 

事業目的 

 工学部では、2017 年度に学部改組を行い、国際社会に貢献するグローバルな高度専門技術者

の育成を目的に、英語によるコミュニケーション能力強化科目（技術英語、国際協力論、国際インタ

ーンシップ等）を設定し、コース専門科目と大学院科目を連携する体系化された６年間一貫のグロ

ーバルエンジニア（GE）プログラムを開設した。本事業は、その GE学生に対する海外での国際イン

ターンシップや留学時の旅費などの支援を行うものである。なお、本事業はGE学生（約 35名／年）

を優先するものであるが、一般学生及び大学院生の国際インターンシップも対象とする。 
 
支援事業予算 

200万円／年 （想定：4～5名程度、引率教員含む） 
 
派遣可能地域 

 原則として、琉球大学工学部との交流協定大学もしくは琉球大学との交流大学とする。なお、海

外において事業所のある民間企業へのインターンシップは事前協定を前提に派遣を可能とする。 
 
派遣期間 

 原則、夏季休業、春季休業期間中とする。単位は、学部学生は「国際インターンシップ」、大学院

生は「インターンシップ」、「学外研修」で認定する。 
 
選定方法 

 募集要項に基づいて公募し、志望理由、学業成績、コース間バランス等を考慮して、工学部選考

委員会（委員長：工学部長）で選抜する。 
 
予算管理方法 

 「学生の奨学支援を目的とする奨学寄附金」として手続きし、工学部総務係で予算を管理する。 
 
特記事項 

 支援学生は、後援会総会等で報告を行う。 
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交流協定機関の地域・国別（142機関，46カ国・地域） 

2025年 4月1日現在 

※下線は部局間交流協定 

合計 46ヵ国・地域 (142)

ブルノ⼯科⼤学

フランス (6) フランス国⽴⾼等研究院，リール⼤学，トゥルーズ・ジャン・ジョレス⼤学，トゥルーズ第⼀

キャピトル⼤学，レンヌ第⼀⼤学，ジャン・ムーラン・リヨン第三⼤学

ポーランド (2) ルブリン⼯科⼤学，グダニスク⼤学

ロシア (1) 極東連邦⼤学

中東 (3) アフガニスタン (1) カブール⼤学

イラン (1) テヘラン⼤学

トルコ (1) パムッカレ⼤学

欧州 (21) イタリア (1) ローマ⼤学ラ・サピエンツア

英国 (3) シェフィールド⼤学，キュー王⽴植物園，ヨーク・セント・ジョン⼤学

スウェーデン (1) ヨーテボリ⼤学

コソボ (1) プリシュティナ⼤学

スペイン (3) バルセロナ⾃治⼤学，ラ・ラグーナ⼤学，ラス・パルマス・デ・グラン・カナリア⼤学

ドイツ (1) ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ⼤学

ベルギー (1) ルーヴェン・カトリック⼤学

チェコ (1)

南⽶ (6) アルゼンチン (1) 国⽴ラプラタ⼤学

ドミニカ共和国 (1) イベロアメリカーナ⼤学

ボリビア (2) サンタクルス・デ・ラ・シエラ私⽴⼤学，ガブリエル・レネ・モレノ国⽴⾃治⼤学

ブラジル (2) サンパウロ⼤学，ブラジリア⼤学

南太平洋⼤学

仏領ニューカレドニア (1) ニューカレドニア⼤学

マーシャル (1) マーシャル諸島短期⼤学

ミクロネシア (1) ミクロネシア連邦短期⼤学

北⽶ (16) ⽶国 (14) ミシガン州⽴⼤学，グアム⼤学，※ハワイ⼤学システム，ハワイ⼤学マノア校，ハワイ⼤学ヒロ

校，ハワイ⼤学カウアイコミュニティカレッジ，カリフォルニア⼤学デイヴィス校，ネヴァダ⼤

学リノ校，フォートルーイス⼤学，ボールステイト⼤学，イースタンミシガン⼤学，ハワイ⼤学

コミュニティカレッジズ，カリフォルニア⼤学サンタクルーズ校，ハワイ⼤学カピオラニコミュ

ニティカレッジ

カナダ (2) プリンス・エドワード・アイランド⼤学，ニューファンドランド・メモリアル⼤学

ラオス (2) ラオス国⽴⼤学，ラオス健康科学⼤学

⼤洋州 (10) オーストラリア (1) キャンベラ⼤学

サモア (1) 国⽴サモア⼤学

トンガ (1) アテニシ⼤学

ニュージーランド (1) ウェリントン・ヴィクトリア⼤学

パプアニューギニア (1) パプア・ニューギニア⼤学

パラオ (1) パラオ地域短期⼤学

フィジー (1)

フィリピン (2) フィリピン⼤学マニラ校，マバラカット・シティ⼤学

ベトナム (7) ベトナム国家農業⼤学，ベトナム国⽴⼤学ハノイ校，ベトナム国家⼤学ホーチミン市校，ハノイ

科学技術⼤学，ターイグエン⼤学，ハノイ医科⼤学，ハノイ国⽴教育⼤学

マレーシア (1) サバ森林局

ミャンマー (2) 情報技術⼤学，ミャンマー獣医科学⼤学

モンゴル (2) 国⽴モンゴル科学技術⼤学，モンゴル⽣命科学⼤学

チュラロンコン⼤学，タマサート⼤学，コンケン⼤学，チェンマイ⼤学，キング・モンクット⼯

科⼤学ラカバン校，農業研究開発庁

韓国 (14) 啓明⼤学校，済州⼤学校，順天⼤学校，延世⼤学校，ソウル市⽴⼤学校，⽊浦⼤学校，湖⻄⼤学

校，忠北⼤学校，成均館⼤学校，慶煕⼤学校，⾼麗⼤学校， 京畿⼤学校，昌原⼤学校，⾼神⼤学

校

台湾 (22) 国⽴台湾⼤学，國⽴台湾海洋⼤学，國⽴中⼭⼤学，東海⼤学，国⽴台南⼤学，国⽴澎湖科技⼤

学，国⽴雲林科技⼤学，国⽴台湾科技⼤学，台北医学⼤学，⽂藻外語⼤学，中国⽂化⼤学， 開南

⼤学，台北城市科技⼤学，中原⼤学，国⽴東華⼤学，東呉⼤学，逢甲⼤学，国⽴⾦⾨⼤学，天主

教輔仁⼤学，静宜⼤学，国⽴⻁尾科技⼤学，国⽴⾼雄⼤学

中国 (12) 中⼭⼤学中⼭医学院，中南林業科技⼤学，福建師範⼤学，福州⼤学，雲南農業⼤学，  延邊⼤

学，華中科技⼤学，対外経済貿易⼤学，⼤連⼯業⼤学，厦⾨理⼯学院，海南⼤学，中国海洋⼤学

バングラディッシュ (1) ラジシャヒ⼯科⼤学

地域別 (機関数) 国・地域別（機関数） (機関数) 機関名

アジア (86) インド (2) マダン・モハン・マラビヤ⼯科⼤学，インド情報技術経営⼤学グワーリオール校

インドネシア (9) サムラトランギ⼤学，ボゴール農業⼤学，ディポネゴロ⼤学，シアクアラ⼤学，ハルオレオ⼤

学，アイルランガ⼤学，ハサヌディン⼤学，マタラム⼤学，ウダヤナ⼤学

カンボジア (1) カンボジア⼯科⼤学

シンガポール (1) 南洋理⼯⼤学

スリランカ (2) ルフナ⼤学，スリジャヤワルダナプラ⼤学

タイ (6)
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助成一覧 

No. 課程 所属 氏名 年次 指導教員 派遣

先国 

派遣先機

関名 

派遣期間 

1 博士前

期課程 

建築学プ

ログラム 

田中 M1 入江 徹 米国 ハワイ大

学 

2024/09/03～

2024/09/06 

2 博士前

期課程 

建築学プ

ログラム 

前城 M1 入江 徹 米国 ハワイ大

学 

2024/09/03～

2024/09/06 

3 博士前

期課程 

建築学プ

ログラム 

當眞 M1 入江 徹 米国 ハワイ大

学 

2024/09/03～

2024/09/06 

4 学部 社会基盤

デザイン

コース 

瀬長 B4 安藤 徹

哉 

米国 ハワイ大

学 

2024/09/03～

2024/09/10 

5 学部 機械工学

コース 

松永 B4 柴田 信

一 

タイ チュラロ

ンコン大

学 

2024/11/29～

2024/12/21 

6 学部 機械工学

コース

(GE) 

照屋 B4 柴田 信

一 

タイ チュラロ

ンコン大

学 

2024/11/29～

2024/12/20 

7 学部 機械工学

コース

(GE) 

徳元 B4 柴田 信

一 

タイ チュラロ

ンコン大

学 

2024/11/29～

2024/12/20 

8 学部 エネルギ

ー環境工

学コース

(GE) 

末岡 B3 和田 知

久 

イン

ド 

ABV-

IIITM 大

学 

2024/12/04～

2024/12/24 

9 学部 知能情報

コース 

上原 B4 和田 知

久 

イン

ド 

ABV-

IIITM 大

学 

2024/12/04～

2024/12/24 

10 学部 知能情報

コース 

LUONG B4 和田 知

久 

イン

ド 

ABV-

IIITM 大

学 

2024/12/03～

2024/12/23 

11 博士前

期課程 

知能情報

プログラ

ム(GE) 

糸数 M1 和田 知

久 

イン

ド 

ABV-

IIITM 大

学 

2024/12/04～

2024/12/24 

 

  



 

 

27 

資料 E 研究交流事業および令和 6 年度の事業報告 

 

事業目的 

 企業ニーズと工学部の研究との技術交流または研究交流を通して、学生並びに教員の研究を支

援し、人的交流および技術交流を推進し、さらに共同研究への発展を目的とする。 (後援会会則

第 2条 目的、第 3条(3) 事業） 
 
運営方法 

 教職員で構成する運営WGを設置し、以下のステップで対象研究の選定を進める。  

① 交流希望の企業は、後援会 HP等に掲載するアンケート（交流申請書）を提出してもらう。 

② 交流申請書に基づき、運営WGは大学研究室とのマッチングを行う。 

③ 企業と大学研究室（教員と学生）との打合わせを行い、交流成立した後に交流支援金を配分 

し、研究を開始する。 

    
 
事業予算 

 100万円以下(20万円以下／件） 
 
 
特記事項 

・企業側のニーズは、学生の修論・卒論テーマとなることを想定している。 

・大学側は、共同研究等の外部資金獲得へ繋がることを期待している。 

※WG メンバー：後援会副会長・理事（大学教員） 
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令和 6 年度「研究交流事業」に関する企業ニーズアンケート 

 

 

 

質問項目 

(1) メールアドレス 

(2) 会員企業名 

(3) 回答者氏名 

(4) 業種分野名（機械・エネルギー、建築・土木、電気・エレクトロニクス、ICT・情報、その他） 

(5) 問 1：御社で技術に関連した課題(テーマ)をお持ちでしたら教えてください。(どんなテーマで

も可) 

(6) 問 2：工学部に相談したい技術課題がありましたら教えてください。 

(7) 問 3：学部の教員および学生との交流の中で実施したい取り組み等がありましたら教えてくだ

さい。※教員名を記載いただいても結構です。 

(8) 問 4：その他（自由意見） 

 

研究交流事業実施状況 

回答：8 件。問１は 4 件，問２の技術課題は 2 件あった．既に共同研究が進められているもの、な

いしは現時点で相談可能な状況にないといった回答であったため、事務局としてのアクションを起

こさなかった。 
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資料 F 令和 6 年度 琉球大学工学部後援会補助による活動一覧 

(1) 学術研究発表活動等一覧 

コース名：機械・エネ環コース（2件）, 専攻名：材料物質・熱流体・知能機械プログラム（10件） 合計 12件 

年月日 
補助対象者（学部

生/院生） 
講演会名等 発表タイトル 指導教員 

令和 7年 3月 5日 
新藤翔太（学部

生） 

機械学会 
学生員卒業
研究発表講
演会 

画像処理による炭素鋼の腐食生成物組

成の推定方法に関する研究 
押川渡 

令和 7年 3月 5日 
倉知豊定（学部

生） 
同上 

局所的に落下する水滴下での亜鉛めっ

き鋼板の腐食 
藤橋健太 

令和 6年 6月 19

日 
武内拓巳（院生） 

プラスチック
成形加工学
会年次大会 

フルオレン修飾セルロースナノファイバ

の及ぼす種々のポリマーの機械的性質

への影響 

柴田信一 

令和 6年 9月 7日 
渡嘉敷直志（院

生） 

日本応用藻

類学会 

コンテナ型陸上養殖実証モデルの LCA

評価 
瀬名波出 

令和 6年 9月 10

日 
儀保幸龍（院生） 

日本機械学

会年次大会 

水の流れ方向がナノ細孔グラフェン膜の

透過流量に与える影響の分子動力学的

解析 

永島浩樹 

令和 6年 10月 19

日 
伊波元（院生） 

日本機械学

会計算力学

講演会 

分子動力学法と機械学習を用いた高イ

オン伝導固体酸化物材料の探索 
永島浩樹 

令和 6年 10月 20

日 
若崎耀（院生） 

日本機械学

会計算力学

講演会 

ひずみ平滑化要素（SSE-T4）と Hybrid

要素を組み合わせた大変形解析 
藤川正毅 

令和 6年 10月 23

日 

安座間友亮（院

生） 

自動車技術

会秋季大会 

DMEを用いた火花点火による希薄予混

合圧縮着火 
若井謙介 

令和 6年 12月 1

日 
藤井裕之（院生） 

計測自動制
御学会九州
支部学術講
演会 

旋回クレーンのニューロ制御に対する改

良コウモリアルゴリズムによる計算量の

削減 

中園邦彦 

令和 6年 12月 1

日 
田島拓実（院生） 

計測自動制
御学会九州
支部学術講
演会 

GAで設計したファジイ制御器を用いる

海洋ロボットの 3次元航行 
中園邦彦 

令和 6年 12月 7

日 
恒川隼（院生） ICRER2024 

Interfacial Tension Measurements in 
Carbon Dioxide and Seawater System: 
An Implication for Clathrate Hydrate-
Based Seawater Desalination 

安田啓太 

令和 6年 12月 7

日 
鈴木秀弥（院生） ICRER2024 

Phase Equilibrium Condition 
Measurements for Dual-Functional 
Technology of Clathrate Hydrate-Based 
Seawater Desalination and Carbon 
Capture 

安田啓太 

 

 

コース名：社会基盤デザインコース（8件）, 専攻名：社会基盤デザインプログラム（25件）  合計 33件 

令和 6年 9月 5日 上間大輔（院生） 

第 70回土木

計画学研究

発表会・秋

大会 

観光客の訪問エリアと移動からみた沖縄

本島の公共交通網に関する分析 
神谷大介 

令和 6 年 11 月 20 上地安諄（院生） 第5回AI・デ 津波避難シミュレーションを用いた沿岸 神谷大介 
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日 ータサイエン

スシンポジウ

ム 

観光地における無電柱化優先度に関す

る研究 

令和 6 年 11 月 20

日 
上間大輔（院生） 

第5回AI・デ

ータサイエン

スシンポジウ

ム 

路線バスにおける輸送人員と人流の関

係に関する基礎的分析 
神谷大介 

令和 6 年 11 月 20

日 
国場有沙（院生） 

第5回AI・デ

ータサイエン

スシンポジウ

ム 

3 次元点群データを用いた登山道のデ

ジタルアーカイブ化とその活用 
神谷大介 

令和 7年 3月 8日 上間大輔（院生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

人流データを用いた観光客の回遊エリ

アからみた公共交通網の評価～沖縄本

島を対象として～ 

神谷大介 

令和 7年 3月 8日 国場有沙（院生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

3 次元点群データ差分可視化結果から

みた登山道経年変化に関する一考察 
神谷大介 

令和 7年 3月 8日 松井遥（学部生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

少子高齢社会に向けた災害対応力の変

化に関する基礎的分析 
神谷大介 

令和 7年 6月 7日 国場有沙（院生） 

第 71回土木

計画学研究

発表会・春

大会 

登山道の経年変化モニタリングの高度

化に関する研究 
神谷大介 

令和 7年 6月 7日 松井遥（院生） 

第 71回土木

計画学研究

発表会・春

大会 

少子高齢化の進展がもたらす水害リスク

の変化に関する研究 
神谷大介 

令和６年 10 月 3 日

～4日 
大山翔（院生） 

第 16回地盤

改良シンポ

ジウム 

粟国凝灰岩の微生物風化に関する実験

研究 
松原 仁 

令和６年 10 月 3 日

～4日 
平田龍汰（院生） 

第 16回地盤

改良シンポ

ジウム 

繊維材を用いた高靭性 EICP 地盤改良

技術の実験検討 
松原 仁 

令和 7年 3月 8日 島袋天（学部生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

凝灰岩の微生物風化と一軸圧縮応力の

関連性評価 
松原 仁 

令和 7年 3月 8日 
桃崎卓実（学部

生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

好気性微生物の PFAS 分解能に関する

実験研究 
松原 仁 

令和 6年 9月 5日 磯部 喬幸（院生） 

令和 6 年度

土木学会全

国大会第 79

回年次学術

講演会 

橋梁周りにおける台風時の風圧分布特

性に関する実測的研究 
下里 哲弘 

令和 6年 9月 5日 後藤 昌大（院生） 

令和 6 年度

土木学会全

国大会第 79

回年次学術

講演会 

炭素鋼-ステンレス鋼横突合せ溶接継

手の疲労強度特性 
下里 哲弘 

令和 6年 9月 5日 佐藤 志帆（院生） 

令和 6 年度

土木学会全

国大会第 79

回年次学術

炭素鋼-ステンレス鋼の異種金属腐食反

応に関する電気化学的検討 
下里 哲弘 
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講演会 

令和 6 年 11 月 13

日 

Yasin Mumtaz(院

生) 

EASEC-18、

Thailand 

Assessing The Effects of Heavy 

Corrosion-Induced Damage in Steel 

Girder Ends Over Buckling and Post 

Buckling Shear Strength 

下里 哲弘 

令和 6年 9月 5日 山口栄治（院生） 

令和 6 年度

土木学会全

国大会第 79

回年次学術

講演会 

固体群と流体の三次元連成数値解析に

よる土砂流の分級に及ぼす速度勾配の

効果 

福田朝生 

令和 6年 12月 2日 山口栄治（院生） 
第 69回水工

学講演会 

固体群と流体の三次元連成数値解析に

よる混合粒径土砂流の分級運動に及ぼ

す速度勾配と粒度分布の効果 

福田朝生 

令和 6年 12月 3日 前田憲記（院生） 
第 69回水工

学講演会 

粘性土河床の表面侵食および塊状侵

食に費やされるエネルギー 
福田朝生 

令和 6年 12月 3日 髙野宏征（院生） 
第 69回水工

学講演会 

水理実験による袋詰玉石工周辺の流れ

と流体力の分析 
福田朝生 

令和 7年 3月 8日 山口栄治（院生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

混合粒径土砂流の分級運動に及ぼす

速度勾配と粒度分布の変動係数の効果 
福田朝生 

令和 7年 3月 8日 髙野宏征（院生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

水理実験による運動量収支に基づいた

袋詰玉石工の流体力の推定 
福田朝生 

令和 7年 1月 15日 荒瀬悠人（院生） 

2024 年度土

木学会西部

支部沖縄会  

第 14回技術

研究発表会 

力学的な砕波の発生条件に基づく砕波

指標の研究 
入部綱清 

令和 7年 1月 15日 
橋口優芽香 

（院生） 

2024 年度土

木学会西部

支部沖縄会  

第 14回技術

研究発表会 

ノッチを有する海食崖に対する津波の

作用 
入部綱清 

令和 7年 1月 15日 島袋誉（学部生） 

2024 年度土

木学会西部

支部沖縄会  

第 14回技術

研究発表会 

モバイル端末の LiDAR による荒崎海岸

に位置する琉球石灰岩塊の計測 
入部綱清 

令和 7年 1月 15日 
宇地原友彩 

（学部生） 

2024 年度土

木学会西部

支部沖縄会  

第 14回技術

研究発表会 

３D-CAD データと点群データの連携と

その応用 
入部綱清 
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令和 7年 1月 15日 
梶原稜佑 

（学部生） 

2024 年度土

木学会西部

支部沖縄会  

第 14回技術

研究発表会 

琉球大学千原キャンパスの点群化とそ

の応用 
入部綱清 

令和 7年 3月 8日 
宮本祐香 

（学部生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

ベチバーのリグニンを利用したボタニカ

ルコンクリートの曲げ強度特性 
富山 潤 

令和 7年 3月 8日 
松嶋義丈 

（学部生） 

令和 6 年度

西部支部研

究発表会 

バイオマス燃焼灰を用いたジオポリマー

モルタルに関する基礎的研究 
富山 潤 

 

 

コース名：建築学コース（13件）, 専攻名：建築学プログラム（15件）  合計 28件 

年月日 
補助対象者 

（学部生/院生） 
講演会名等 発表タイトル 指導教員 

2025年 3月 米山 真皓 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

九州支部研

究発表会 

米国統治期沖縄の残存建物の再利用

について その３ 

金城春野 

2025年 3月 石原 卓弥 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

九州支部研

究発表会 

復帰前沖縄で活動した建築家ヨルン・シ

ャーベックについて 

金城春野 

2025年 3月 我如古 和樹 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

九州支部研

究発表会 

名護市庁舎の屋外空間について その

1 

金城春野 

2025年 3月 飯田 睦士 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

Our Sphere 

ー球体の海上住宅群案ー 

金城春野 

2025年 3月 吉田 凪沙 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

ツツウラウラ 

ーツツでつくる東屋ー 

金城春野 

2025年 3月 平良 亮伍 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

砂が映す。 

ー砂を介してみる美術館ー 

金城春野 

2025年 3月 金城 花林 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

地域と生きる擁壁グリッド 

ー密集市街地域における可変性をもっ

た建築の提案ー 

金城春野 

2025年 3月 又吉 陽幹 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

塩屋湾に連なる 

ー新たなカキ養殖システムの建築的提

案ー 

金城春野 

2025年 3月 古川 開 

（学部生） 

赤れんが卒

業 設 計 展

2025 

Pathways 

ー回遊する児童館ー 

金城春野 

2025年 3月 柴田 万太郎 

（学部生） 

Design 

Review 2025 

Passion 

−ストリートから建築へ− 

入江 徹 

2025年 3月 與那城 五空 

（学部生） 

Design 

Review 2025 

農を包む 

−農地を包みこむことで生まれる新たな

環− 

入江 徹 

2025年 3月 宮城 英通 

（学部生） 

Design 

Review 2025 

ウグヮンコトバ 

−沖縄の言葉から考える建築の再解釈− 

入江 徹 
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2025年 3月 川村かれん 

（学部生） 

Design 

Review 2025 

POLYHEDRON REPRODUCTION 

−サンゴ生殖方法を用いた変化する多

面体組み立て式住居− 

入江 徹 

2025年 3月 與那城 五空 

（学部生） 

せんだいデ

ザインリーグ

2025 

農を包む 

−農地を包みこむことで生まれる新たな

環− 

入江 徹 

2025年 3月 宮城 英通 

（学部生） 

せんだいデ

ザインリーグ

2025 

ウグヮンコトバ 

−沖縄の言葉から考える建築の再解釈− 

入江 徹 

2025年 3月 宮城 英通 

（学部生） 

赤レンガ卒

業 設 計 展

2025 

ウグヮンコトバ 

−沖縄の言葉から考える建築の再解釈− 

入江 徹 

2025年 3月 上間 涼太郎 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

沖縄の建築物における屋根形態の実態

と各市町村の条例との関係 

入江 徹 

2025年 3月 山城 三享 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

末吉栄三と長倉康彦による沖縄本島の

小学校における特別支援教室の簡易構

法 

入江 徹 

2025年 3月 田中滉人 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

沖縄の現代型平屋戸建て住宅における

続き間に関する研究 

入江 徹 

2025年 3月 當眞藍 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

沖縄県与那原町におけるセメント瓦屋根

の特徴について 

入江 徹 

2024年 8月 三浦烈 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

大会(関東) 

複数の機械学習器による高流動コンクリ

ートの流動性予測の検討 

山田義智 

2025年 3月 三浦烈 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

複数の機械学習器による高流動コンクリ

ートの流動性予測および特徴量の検討 

山田義智 

2024年 8月 波平康太 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

大会（関東） 

機械学習および応答曲面法を用いた高

流動コンクリートの流動性予測 

山田義智 

2025年 3月 波平康太 

（院生） 

2024 年度第

64 回日本建

築学会九州

支部研究発

表会 

モルタルフロー試験を特徴量とした高流

動コンクリートの流動性予測 

山田義智 

2024年 8月 金城 美樹 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

大会(関東) 

伝統木造住宅における仕口の復元力特

性 

―沖縄県産木材を用いた長ほぞ接合部

についてー 

カストロ 

ホワンホセ 
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2024年 8月 大城朝之介 

（院生） 

2024 年度日

本建築学会

大会 

(関東) 

市街地形成過程の特徴からみる課題に

関する研究 沖縄県読谷村における戦

後の市街地形成の評価と持続可能性そ

の 4 

小野尋子 

2025年 3月 Ashutosh Shukla 

（院生） 

Advances 

and 

applications 

in statistics

（Q2） 

QGIS and multi-criteria decision analysis 

for sustainable rural  

小野尋子 

2025年 3月 Ashutosh Shukla 

（院生） 

Urban 

Science, 

MDPI（Q1） 

Urban-Rural Continuum in Gonda 

District, India: Quantifying Rurality 

Using Modified Fuzzy AHP 

小野尋子 

 

 

コース名：電気システム工学コース（0 件）, コース名：電子情報通信コース（0 件）, 専攻名：電気エネルギ

ー・システム制御プログラム（0件）, 専攻名：電子システム・デバイスプログラム（0件）  合計 0件 

 

 

コース名：知能情報コース（0件）, 専攻名：知能情報プログラム（18件）  合計 18件 

年月日 
補助対象者（学

部生/院生） 
講演会名等 発表タイトル 指導教員 

令和６年 7月 29日 CHEN SHDUE 

2024 7th 

International 

Conference on 

Information 

Communication 

Improving Accuracy of Network 

Bandwidth Prediction Using Multi-

channel Gaussian Process 

Regression 

仲地 孝之 

令和６年 9月 24日 佐藤 和周 

第 32 回インテ

リジェント・シス

テム・シンポジ

ウム 

セマンティックセグメンテーションを

利用した ORB-SLAM3の拡張 
山田 孝治 

令和６年 9月 25日 米田 拓未 
日本ロボット学

会 

障害物を移動可能な自律移動ロボ

ットに関する研究 
山田 孝治 

令和６年 10 月 23

日 
仲田 圭吾 

2024 Joint 13th 

International 

Conference on 

Soft Computing 

and Intelligent 

Systems and 

25th 

International 

Symposium on 

Advanced 

Intelligent 

Systems 

(SCIS&ISIS) 

Impact of Shepherd Interaction on 

Flock Dynamics in Multi-

Shepherding 

國田 樹 
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令和 6年 10月 23

日 
宇座 恩 

SCIS&ISIS 

2024 - SOFT 

Computing 

Repository 

Reforming Network Routes Using 

Phase Changes in Slime Molds 
國田 樹 

令和 6年 10月 28

日 
本間 野々花 SCIS&ISIS2024 

Relationship between the 

Proportion of Agents with Different 

Repulsion Distances and Their 

Spatial Arrangement 

國田 樹 

令和６年 11 月 15

日 
由解 仁知翔 

2024 

International 

Workshop on 

Smart Info-

Media Systems 

in Asia 

(SISA2024) 

Privacy Preserving Image Denoising 

Using Secure Permutation TISTA 
仲地 孝之 

令和６年 11 月 15

日 
黒澤 一希 

2024 

International 

Workshop on 

Smart Info-

Media Systems 

in Asia 

(SISA2024) 

Secure Linearized Kernel 

Dictionary Learning for Supervised 

Image Classification 

仲地 孝之 

令和６年 12 月 24

日 
屋比久 博文 

第 11回自然言

語処理シンポ

ジ ウ ム

(NL/SLP ） （第

262 回自然言

語処理研究発

表会） 

EC サイトレビューの多角的な有用

性判別のための分類モデル構築と

精度改善手法の検討 

當間 愛晃 

令和 7 年 1 月 20

日 
米田 拓未 

第２５回計測自

動制御学会シ

ステムインテグ

レーション部門

講演会 

UDP 通信を用いた移動ロボットの

遠隔制御-沖縄～岩手間における

検証 

山田 孝治 

令和 7 年 1 月 27

日 
上地 涼太 CANDAR 2024 

Petri net-based QUBO Model 

Formulation for Multi-Resource 

Flow-Shop Scheduling Problems 

名嘉村  盛

和 

令和 7 年 1 月 27

日 
小須田 豊喜 CANDAR 2024 

Multi-objective Quantum 

Optimization based on Bayesian 

Approach for computing Resource 

Assignment Problems 

名嘉村  盛

和 

令和 7 年 2 月 14

日 
深江 芽紅 

電子情報通信

学会  総合大

会 

モデル搾取にロバストなスパースモ

デリングの防御法 
仲地 孝之 

令和 7 年 2 月 10

日 
宮良 美桜 

情報処理学会

第８７回全国大

会 

LLM を用いたスキンケアカウンセリ

ングの試作と収集した情報の評価 
遠藤 聡志 

令和 7 年 2 月 10

日 
福迫 太一 

情報処理学会

第８７回全国大

会 

キャラクター性の言語化を目的とし

たLLMにおけるヒアリング機構の実

装 

遠藤 聡志 
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令和 7年 4月 8日 船迫 龍之介 

言語処理学会

第 31回年次大

会 

性格特性による感情誘導の効果検

証 
當間 愛晃 

令和 7 年 4 月 11

日 

Islam, Md. 

Rashedul 

International 

Conference on 

Cryptography, 

Security and 

Privacy (CSP 

2025) 

Defending Against Gaussian 

Process Membership Inference 

Attack 

仲地 孝之 

令和 7 年 4 月 18

日 
佐久本 元気 電気学会 Okinawa 型サスティナブルシステム 長山 格 
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(2) その他教育活動一覧 

コース名：機械・エネ環コース（21件）, 専攻名：材料物質・熱流体・知能機械プログラム（8件） 合計 29件 

期間または年月日  補助内容 
補助人数内訳 

（学部生/院生） 

令和 6年 7月 1日～

令和７年６月 30日 
TOEIC Listening＆Reading 学部 12名，院 3名 

令和 6年 10月 15日 IELTS Academic 学部 0名，院 1名 

令和 6年 11月 17日 機械設計技術者試験 3級 学部 5名，院 0名 

令和 6年 7月 1日～

令和７年６月 30日 
ITパスポート 学部 1名，院 3名 

令和 6年 9月 7日 G検定 学部 0名，院 1名 

令和 6年 11月 24日 技術士第一次試験 学部 1名，院 0名 

令和 6年 2月 22日 航空無線通信士 学部 1名，院 0名 

令和 6年 10月 20日 宅地建物取引士 学部 1名，院 0名 

 

コース名：社会基盤デザインコース（16件）, 専攻名：社会基盤デザインプログラム（ 1件）  合計 17件 

期間または年月日 補助内容 
補助人数内訳 

（学部生/院生） 

令和 6 年 7 月 1 日～

令和７年６月 30日 
TOEIC 受験料補助 学部 7名，院１名 

令和 6 年 7 月 1 日～

令和７年６月 30日 
土木技術者検定試験料補助 学部 9名，院 0名 

 

コース名：建築学コース（0件）, 専攻名：建築学プログラム（3件）  合計 3件 

期間または年月日 補助内容 
補助人数内訳 

（学部生/院生） 

2024年 8月 YING CHAROEN MARKET WORKSHOP 院 3名 

 

コース名：電気システム工学コース（2 件）, コース名：電子情報通信コース（5 件）, 専攻名：電気エネルギ

ー・システム制御プログラム（0件）, 専攻名：電子システム・デバイスプログラム（0件）  合計 7件 

期間または年月日  補助内容 
補助人数内訳 

（学部生/院生） 

令和 6 年 7 月 1 日～

令和７年６月 30日 
TOEIC Listening＆Reading 学部 7名 

 

コース名：知能情報コース（78件）, 専攻名：知能情報プログラム（5件）  合計 83件 

期間または年月日  補助内容 
補助人数内訳 

（学部生/院生） 

令和 6年 10月～令和

７年 3月 
enPiT PBL演習支援（國田） 学部 27名 

令和 6年 9月 ET ロボコン参加支援（山田） 学部 12名，院 1名 

令和 6 年 7 月〜令和

7年 6月 

資格試験補助（當間） 

TOEIC19名、基本情報処理技術者試験(FE)4名。 
学部 23名 

令和 7年 4月〜6月 学修サポート支援（當間） 

雇用学生：院 3名。 

利用学生：学部 16

名。院 1名。 
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資料 G 令和 6 年度 会員企業への就職学生数 

分野 学部 大学院 合計 

機械系 

機械工学・エネルギー環境工学 
15 3 18 

環境建設系 

建築学・社会基盤 
4 7 11 

電気電子系 

電気システム・電子情報通信 
17 3 20 

情報系 

知能情報 
10 0 10 

合計 46 13 59 

 

 

令和 6年度 就職先会員企業名（32社） 

株式会社マグナデザインネット 大東建託株式会社 

株式会社りゅうせき 株式会社沖電工 

沖縄プラント工業株式会社 沖電グローバルシステムズ株式会社 

沖縄日立ネットワークシステムズ株式会社 株式会社おきさん 

日本トランスオーシャン航空株式会社 クオリサイトテクノロジーズ株式会社 

トーテックアメニティ株式会社 株式会社マイナビ Edge 

太陽石油株式会社 株式会社国建 

沖縄電力株式会社 株式会社国際システム 

株式会社アルプス技研 興南施設管理株式会社 

株式会社國場組 SCSK ニアショアシステムズ株式会社 

株式会社エヌ・テック・システムズ MRO Japan 

全保連株式会社 東電設計株式会社 

株式会社リライアンスエナジー沖縄 パーソルクロステクノロジー株式会社 

株式会社アルトナー 戸田建設株式会社 

株式会社ビーンズラボ ショーボンド建設株式会社 

株式会社オカノ 琉球セメント株式会社 
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資料 H 過去 10 年における会員企業への就職者数推移 

 

 
（※学生記入の会社名と後援会参加企業名が一致しないものは抽出できていない．） 
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資料 I 企業冊子（会員企業紹介） 

 

就職説明会への学生の参加を促進することを目

的として、会員企業紹介冊子を作成予定。 

 

・１企業あたりのスペースは、A４用紙半分。 

 

・作成した冊子は工学部の学生へ配布し工学部

HPへ掲載した。 
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資料 J 琉球大学工学部後援会会則 

（名 称） 

第１条  この会は，琉球大学工学部後援会（以下「本会」という。）という。 

 

（目 的） 

第２条  本会は，琉球大学工学部の教育・研究活動を側面より支援すると共に，本県産学間

の共同研究を推進し，産業振興に寄与することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条  本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

  （１）琉球大学工学部の教育・研究活動の支援 

  （２）琉球大学工学部の整備充実及び発展の支援 

  （３）琉球大学工学部と県内産業界の共同研究並びに技術交流の推進 

  （４）その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

（組織と会員の資格） 

第４条  本会の会員は，第 2条に規定する目的に賛同する企業・団体及び個人をもって組織す

る。 

 ２    会員の資格の有効期間は、本会事業年度の 1年間とする。但し、退会の申し出がな

い限り、毎年自動的に継続される。 

 ３    会員は申出により退会することができる。 

 ４    継続して 2年間の会費納入が認められない場合には、自動的に退会手続きが行われ

る。 

 

第５条  本会は，会長，副会長 2名，理事若干名及び監事 2名を置く。 

        理事に琉球大学工学部長及び工学部教員若干名を加えることができる。 

  ２    役員の任期は，2年とする。ただし，再任を妨げない。 

 

（顧 問） 

第６条  本会は，顧問を置くことができる。 

 

（事務局） 

第７条 本会の事務を処理するため，事務局を琉球大学工学部に置く。 

 

（会議および権限） 

第８条  本会の会議は，総会及び理事会とする。総会は年に 1回開催する。 

  ２  理事会は，必要に応じてその都度開催する。 

 ３ 会則の変更。 

 

（決議） 

第 9条  会議の決議は、決議についての特別の利害関係を有する役員を除く役員の過半数が出

席または委任状提出し、その過半数を持って行う。 

 

（経 理） 

第１０条  本会の業務に必要な経費は，会費及び寄付金をもって充てる。 

  ２  会費は企業，団体会員年額一口 5万円，個人会員同一口 1万円とする。 

  ３  会計年度は 7月 1日に始まり，翌年の 6月 30日に終わる。 
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（研究・教育活動の自主性の尊重） 

第１１条  本会の活動が琉球大学工学部の教育・研究活動の自主性を損い，あるいは研究発

表の自由を制限するものであってはならない。 

 
付 則 

  この会則は，平成元年 10月 1日から施行する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 6年 7月 26日から適用する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 19年 8月 17日から適用する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 22年 10月 20日から適用する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，令和 6年 8月 21日から適用する。 

 


